






要約:平成 5年度新生児濾紙血を用いてWi1son 病マス・スクリーニングのパイロット・ス

タディを全国 9 施設のグループ(北海道大学・札幌市衛生研究所グループ、秋田大学グル

ープ、東北大学グループ、日本大学・東京都予防医学協会グループ、東邦大学・都立衛生

研究所グループ、福井医大、名古屋市立大学、徳島大学、熊本大学各グループ)にて実施

した。全国 9施設・グループの総実施例数は 19、199 例であった。濾紙血中セルロプラス

ミン(活性型)cut off 値は、各施設間にて設定したため、4～10mg/dl の範囲内にあった。

再検数は 154 例、0.8%であり、再検後の陽性率は 0.03%であった。再々検査にて陽性であ

った例については、活性型セルロプラスミン値の検討、Wilson 病の確定診断のため今後 2

～3年の follow up study が必要であると考えられた。


